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新年の抱負

11 月 10 月

市
議
会
の
う
ご
き

29 日 21 日 16 日 15 日 ８~ ９日 4 日 27 日 26 日 17~18 日 7 日
議
会
運
営
委
員
会

幹
事
長
会

民
生
常
任
委
員
会

民
生
常
任
委
員
協
議
会

議
会
広
報
委
員
会

追
手
門
学
院
大
学
生
と
の

意
見
交
換
会

幹
事
長
会

市
民
会
館
跡
地
等
整
備
対
策

特
別
委
員
会

建
設
常
任
委
員
会
行
政
視
察

（
静
岡
県
富
士
宮
市
、
焼
津
市
）

民
生
常
任
委
員
会
行
政
視
察

（
埼
玉
県
さ
い
た
ま
市
、

東
京
都
葛
飾
区
）

総
務
常
任
委
員
会

幹
事
長
会

追
手
門
学
院
大
学
生
と
の

意
見
交
換
会

総
務
常
任
委
員
会
行
政
視
察

（
埼
玉
県
三
郷
市
、
鴻
巣
市
）

議
会
広
報
委
員
会

日本共産党　
新
年
あ
け
ま
し
て
お
め
で
と
う
ご
ざ
い

ま
す
。
本
年
も
ど
う
ぞ
よ
ろ
し
く
お
願
い

し
ま
す
。

　
今
年
も
日
本
共
産
党
は
平
和
で
も
、
く

ら
し
で
も
、
希
望
が
も
て
る
日
本
を
つ
く

る
政
治
が
お
こ
な
わ
れ
る
よ
う
が
ん
ば
る

決
意
で
す
。

　
さ
て
、
い
ま
だ
つ
づ
く
コ
ロ
ナ
禍
に
加

え
、
物
価
高
騰
に
よ
り
市
民
の
み
な
さ
ま

の
く
ら
し
は
た
い
へ
ん
厳
し
い
状
況
と

な
っ
て
い
ま
す
。
日
本
共
産
党
市
議
団
は

コ
ロ
ナ
感
染
防
止
対
策
の
充
実
と
と
も
に

市
民
の
く
ら
し
を
支
え
る
施
策
の
実
施
を

求
め
て
具
体
的
な
提
案
と
と
も
に
市
長
へ

の
申
し
入
れ
や
議
会
論
戦
を
積
み
重
ね
て

ま
い
り
ま
し
た
。
茨
木
市
は
一
般
会
計
も

国
保
会
計
も
介
護
保
険
会
計
も
多
額
の
黒

字
や
基
金
を
抱
え
て
い
ま
す
。
こ
う
し
た

と
き
だ
か
ら
こ
そ
黒
字
や
基
金
の
一
部
を

活
用
し
て
国
保
、
介
護
保
険
料
引
下
げ
、

小
児
初
期
救
急
復
活
・
整
備
な
ど
の
積
極

的
な
施
策
展
開
が
必
要
で
す
。
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あ
け
ま
し
て
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

　
市
民
の
皆
さ
ま
に
は
、
新
春
を
お
健
や
か
に
お
迎
え
の
こ
と
と
心
か
ら

お
慶
び
申
し
あ
げ
ま
す
。

　
昨
年
は
、
コ
ロ
ナ
禍
に
お
い
て
感
染
者
数
が
増
減
を
繰
り
返
す
中
、
ア

フ
タ
ー
コ
ロ
ナ
の
日
常
に
向
け
て
、
少
し
ず
つ
歩
み
を
進
め
た
一
年
で
あ

り
ま
し
た
。

　
本
市
に
お
い
て
は
、
ホ
ー
ル
や
図
書
館
、
子
育
て
支
援
、
市
民
活
動
セ

ン
タ
ー
、
プ
ラ
ネ
タ
リ
ウ
ム
等
の
機
能
を
備
え
た
新
施
設
「
お
に
ク
ル
」

が
本
年
秋
の
開
館
に
向
け
、
準
備
が
進
め
ら
れ
て
お
り
ま
す
。
ま
た
、
安

威
川
ダ
ム
に
つ
い
て
は
、
昨
年
に
堤
体
工
事
が
完
了
し
、
試
験
湛
水
が
始

ま
っ
て
お
り
、
今
後
は
周
辺
整
備
が
進
め
ら
れ
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
北
部

地
域
の
活
性
化
に
も
繋
が
る
も
の
と
考
え
て
お
り
ま
す
。
市
議
会
と
い
た

し
ま
し
て
も
、
こ
れ
ら
の
新
施
設
が
市
民
の
皆
さ
ま
に
と
っ
て
魅
力
的
な

施
設
と
な
る
よ
う
、
引
き
続
き
協
議
を
重
ね
て
ま
い
り
ま
す
。

　
市
議
会
に
お
き
ま
し
て
は
、
一
昨
年
か
ら
常
任
委
員
会
の
任
期
を
２
年

に
延
長
し
た
こ
と
に
よ
り
、
各
委
員
会
に
お
け
る
所
管
事
項
に
つ
い
て
の

議
論
が
よ
り
活
発
化
し
、
深
化
す
る
な
ど
、
さ
ま
ざ
ま
な
議
会
改
革
に
も

取
り
組
ん
で
お
り
ま
す
。

　
今
後
も
、
市
民
の
皆
さ
ま
の
信
頼
と
負
託
に
応
え
、
市
民
に
開
か
れ
た

行
動
力
と
活
力
に
あ
ふ
れ
る
議
会
を
目
指
し
、
議
会
の
機
能
強
化
を
図
る

と
と
も
に
、
市
政
の
発
展
に
努
め
て
ま
い
り
ま
す
。

　
本
年
も
皆
さ
ま
に
と
っ
て
幸
多
き
年
に
な
り
ま
す
よ
う
心
か
ら
祈
念
い

た
し
ま
し
て
、
年
頭
の
ご
あ
い
さ
つ
と
い
た
し
ま
す
。
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「声の茨木市議会だより」のご案内

デイジー図書再生機器
（イメージ）
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変化への挑戦！変化への挑戦！

　市議会では、市民の皆さまに広く情報提供ができるよう、市議会だよりの音
訳版「声の市議会だより」を発行しています。ご利用を希望の方はお問い合わ
せください。
　なお、毎号カセットテープでお送りしておりましたが、令和５年５月号から
デイジー版(※ )へと変更いたします。　市議会事務局総務課(072-620-1670）
　※デイジー形式で収録されたCDを再生するためには、専用の再生機器が
　　必要です。
　※再生機器の購入の際に、重度視覚障害者は日常生活用具の給付として、
　　補助制度を利用できる場合があります。
　　詳細は障害福祉課 (072-620-1636) にお問い合わせください。

問
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新施設「おにク
ル」も完成し、
新しい市の顔と
して機能し始め
ます。どうぞご
期待ください。

本年も開かれた
議会として積極
的に議会改革に
取り組んでまい
ります。

本年も皆様が安
心・安全に過ご
せるまちづくり
を目指し、精進
してまいります。

ダム周辺及び北
部地域の活性化
とさらなる魅力
向上に努めてま
いります。

地域医療体制を
強化すべく、新
病院開業に尽力
し、この街から
医療を変えてい
きます。

上田　ミツオ 永田　まき 福丸　孝之 下野　　巖 塚　　理

自由民主党・絆
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持続可能な社会とまちのために。
多様性を尊び、 一人ひとりが自己決定できる
公正な社会システムをめざします。
そのためにも、 市民の代表機関
の構成員として、 将来世代を見据
えた熟議に勤しみます。

新春のご挨拶にかえて

無所属・桂 睦子

あたらしい年
けんぽうの生かされる
まちづくりのために
しみんが
てを取り合い
おとなもこどもも
　人間らしく生きられる
　茨木市を
めざしてどんなこと
でも、力を合わせて
とりくんでいきましょ
う 山本　由子

　
新
年
明
け
ま
し
て
お
め
で
と

う
ご
ざ
い
ま
す
。

　
本
年
も
市
民
の
皆
様
に
寄
り

添
っ
た
眼
差
し
で
、信
念
を
持
っ

て
皆
様
の
命
と
暮
ら
し
を
守
る

べ
く
尽
力
い
た
し
ま
す
。

保
守
系
無
所
属　

辰
見
直
子

　ご支援を賜り元気に活動していま
す。昨年は障がい者支援にシルバー
人材センター会員の労働条件改善、
地域では、市民相談から反原発、反
戦平和の野党共闘に加え、違法な国
葬や府民を苦しめるカジノへの反対
など取組んできました。
　今年も議会内外でいのちとくらし
最優先、護憲勢力の前進に向けて活動します。
　皆様にとって幸多き年になりますように！

山下けいき

いのちと暮らし最優先

　茨木市議会では、インスタグラムを開設し
ています。
　市議会の活動をより多くの市民の皆さんに
お届けしたいと思います。ぜひ、ご覧ください。

茨木市議会公式 Instagram アカウント

茨木市議会のアカウントはこちらから
https://www.instagram.com/
ibarakishigikai/

追手門学院大学生と意見交換会を実施

　令和４年 10 月 26 日と 11 月 16 日に、追手門学院大
学茨木総持寺キャンパスにおいて、地域創造学部２・３・
４年生と、茨木市のまちづくりについて、「学生たちが卒
業後も住み続けるようなまち」をつくるには何が必要かを
テーマに意見交換会を行いました。

　学生の皆さんから新鮮な意見やアイデアを多数
いただき、茨木市議会にとって新たな気づき、学
びの機会となりました。
　いただいた意見等を踏まえながら、今後の市政
について、議論を深めてまいります。




